
ArduinIO のインストール 

2019 年 1 月 14 日 
 
現在，Simulink モデルを Arduino で実行する方法は，本書の第８章で解説した Run on 
Target Hardware（RoTH）によるもののみとなりました。第７章までの内容を実行するた

めに必要な ArduinoIO は，サポートが終了しましたが，以下に示す手順に従って手動でイ

ンストールすれば，現在でも問題無く ArduinoIO が使用できます。 
 
なお，本書の第８章で説明した RoTH を使用する場合は，MATLAB のコマンドラインから 
>> targetinstaller（最近のバージョンでは supportPackageInstaller） 
によりターゲットインストーラ（アドオンエクスプローラ）を起動し 
「Simulink Support Package for Arduino Hardware」 
を選択して，説明に従ってインストールを実行してください。 
 
以下は，手動で ArduinoIO をインストールする手順です。R2014b を例にしていますが，

それ以外のバージョンでもほぼ同様の手順でインストールできます（R2018b でも確認済）。 
 
1. ArduinoIO のダウンロード 
以下のURLから「Legacy MATLAB and Simulink Support for Arduino」をダウンロード。 
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/fileexchange/32374-legacy-matlab-and-simulin
k-support-for-arduino 

 

https://jp.mathworks.com/matlabcentral/fileexchange/32374-legacy-matlab-and-simulink-support-for-arduino
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/fileexchange/32374-legacy-matlab-and-simulink-support-for-arduino


2. ArduinoIO の展開 
以下に zip ファイルを展開する（念のため半角スペースを含むフォルダ名は避ける）。 
C:¥MATLAB¥ArduinoIO_R2014b 
 
3. インストーラの実行 
MATLAB を開いて下記の m-file を実行する。 
C:¥MATLAB¥ArduinoIO_R2014b¥install_arduino.m 
実行後，下記の警告が出るが無視する。 
>> install_arduino 

警告:  There is at least another arduino.m file in the path, the 

installation will go on but it is strongly suggested to delete any 

other version before using this one  

  > In install_arduino at 15

 Arduino folders added to the path 

 Saved updated MATLAB path 
 
4. パス設定の確認 
MATLAB を再起動し，「ホーム」タブの「パスの設定」を開く。下記青色の３行が冒頭に

追加されていることを確認。冒頭に設定されていないと，元からインストールされている

arduino.m が実行されるため，ArduinoIO が正常動作しない。 

  



5. Simulink ライブラリの設定 
「ホーム」タブの「Simulink ライブラリ」をクリックして Simulink ライブラリを開くと

「リポジトリ情報のないライブラリがあります。」の警告が出るので，右側の「修正」をク

リックする。この修正作業は１度行えば[修正]の警告は出なくなります。 

 
 
２番目の「リポジトリをメモリに生成します」をクリックする。 

 
  



下記のエラーが出たら OK をクリック。 

 
※ArduinoIO ライブラリの中に Stateflow を使った例が含まれるため，Stateflow のライセ

ンスを持っていない場合このエラーが出ます。 
 
下記，青色部分を右クリックし，「Arduino IO ライブラリを開く」を選択する。 

 
 
  



下記の画面が表示されれば，MATLAB での作業は完了。 

 

  



6. スケッチを Arduino へ転送 
Arduino IDE を下記からダウンロードし，インストールする。 
https://www.arduino.cc/en/main/software 
 
下記のスケッチを，デスクトップの Arduino IDE のアイコンへドラッグ＆ドロップする。

あるいは，Arduino IDE のメニューから開く。 
C:¥MATLAB¥ArduinoIO_R2014b¥pde¥adioes¥adioes.pde 

 
 
[ツール]→[ボード]→[Arduino Mega 2560]が選択されていることを確認し（下記図参照）， 
[スケッチ]→[マイコンボードに書き込む]を実行する（左から２番目の右矢印のツールボタ

ンでも可）。転送がうまく行かない場合は，シリアルポートが正しいか確認する。 

 
 

https://www.arduino.cc/en/main/software


7. シリアルポートの確認と変更 
サンプルプログラムがそのまま動作するように，シリアルポートを確認し，COM3 以外の

場合，COM3 に変更します。そこで，デバイスマネージャーを開き 
[ポート(COM と LPT)]→[Arduino Mega 2560(COM3)]を右クリックし，[プロパティ]を選

択します。 

 
 
[ポートの設定]タブから[詳細設定(A)]をクリックします。 

 



[COM ポート番号(P):]から COM3 を選択します。このポートは使われていますといったエ

ラーが出る場合がありますが，デバイスマネージャーに他のシリアルデバイスが存在しな

い場合は問題ありません。 

 
 
Arduino に接続されている USB ケーブルを一度外し，再度，接続したあとに，デバイスマ

ネージャーを開き，シリアルポートが COM3 になっていることを確認してください。 
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